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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の頭部を取り囲む形態で着用され、使用者の頭部サイズにより、長さ調節可能に
設けられるバンド部と、
　前記バンド部の前面に前後に回動可能に設けられ、使用者の顔面を取り囲み、外部衝撃
に対する剛性確保のため、強化ガラス、又は強化プラスチック素材で形成される透視窓と
を含み、 
　前記透視窓は、日光中に入っている紫外線(ＵＶ)を遮断するため、偏光処理され、
　前記透視窓のリム部位には、使用者の顔面ラインと密着力を高める流線形のクッション
部が、更に設けられ、
　前記クッション部は、前後方向にしわが形成されている合成樹脂又はゴム材質を使用す
ることを特徴とする野外調査用顔面保護マスク。
【請求項２】
　前記バンド部の両端には、側方にヒンジ軸がそれぞれ貫通結合し、
　前記透視窓の両側の上端は、前記ヒンジ軸によって、前記バンド部の両端に結合される
ことを特徴とする請求項１に記載の野外調査用顔面保護マスク。
【請求項３】
　前記透視窓は、リム部位が、使用者の顔面を全体的に取り囲み、使用者の顔面の中央部
が位置する前面が、凸の楕円で形成されることを特徴とする請求項１に記載の野外調査用
顔面保護マスク。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、野外調査用顔面保護マスクに関し、より詳しくは、使用者の顔面を全体的に
取り囲むことができる透視窓を、強化ガラス又は強化プラスチック素材で製作して、使用
者の顔面を安全に保護すると共に、透視窓を回転可能に構成して、使用の便宜性を確保す
る野外調査用顔面保護マスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、保護メガネは、野外作業中に、使用者の顔面に飛んでくる石ころや、日光など
から、使用者の目を保護するための用途として利用されている。　
【０００３】
　特許文献１は、凸又は凹レンズが設けられているめがねフレームと共に用いられる保護
メガネについて開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】大願民国公開特許第１０-２００５-００３４２３１号(2005.04.14)
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、従来の保護メガネは、プラスチックレンズなどで製作されているため、ハンマ
ー作業などを行うことに際して、使用者の顔面に飛んで来る石ころなどによって、容易に
破損する虞があった。
【０００６】
　また、外部衝撃によりレンズが破損する場合、プラスチック破片が、使用者の目に入る
ことがあり、安全事故の危険とつながった。
【０００７】
　また、従来の保護メガネは、使用者の目部位だけを保護しており、石ころなどが使用者
の顔面の下段部位を強打することがあり、また、鼻や口の周りが日光にそのまま露出して
いるため、各種の皮膚疾患にかかる虞があった。
【０００８】
　本発明の目的は、使用者の顔面全体を保護する透視窓を、強化ガラス、又は強化プラス
チックで製作することにより、野外の調査過程での危険要素から、使用者の顔面を全体的
に安全に保護することができる野外調査用顔面保護マスクを提供することにる。
【０００９】
　また、透視窓を上下に回動可能に設けることにより、使用時と未使用時の切換えが早く
、未使用時において、携帯の容易性も確保することができる野外調査用顔面保護マスクを
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による野外調査用顔面保護マスクは、使用者の頭部を取り囲む状態で着用され、
使用者の頭部サイズにより、長さ調節可能に設けられるバンド部と、前記バンド部の前面
に前後に回動可能に設けられ、使用者の顔面を取り囲み、外部衝撃に対する剛性確保のた
め、強化ガラス、又は強化プラスチック素材で形成される透視窓とを含むことを特徴とす
る。
【００１１】
　ここで、前記バンド部の両端には、側方にヒンジ軸がそれぞれ貫通結合し、前記透視窓
の両側の上端は、前記ヒンジ軸によって、前記バンド部の両端に結合されることが望まし
い。
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【００１２】
　また、前記透視窓は、日光中に入っている紫外線(ＵＶ)を遮断するため、偏光処理する
ことができる。
【００１３】
　また、前記透視窓のリム部には、使用者の顔面ラインと密着力を高める流線形のクッシ
ョン部が、更に設けられることができる。
【００１４】
　ここで、前記クッション部は、前後方向にしわが形成されている合成樹脂又はゴム材質
を使用することができる。
【００１５】
　また、前記透視窓は、リム部位が、使用者の顔面を全体的に取り囲み、使用者の顔面の
中央部が位置する前面が、凸の楕円で形成されることができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明は、強化ガラス、又は強化プラスチック素材を用いて、透視窓の耐久性を向上す
ることができ、野外調査過程での各種の危険要素から、使用者の顔面を全体的に保護する
ことができるという効果が奏する。
【００１７】
　また、使用者の顔面を保護する透視窓を回動可能に設けることにより、使用時と未使用
時の切換えが容易であり、使用の便宜性が向上するという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明による野外調査用顔面保護マスクを示す斜視図である。
【図２】図２は、図１による要部拡大図である。
【図３】図３は、本発明による野外調査用顔面保護マスクを示す側面図である。
【図４】図４は、本発明による野外調査用顔面保護マスクを示す側断面図である
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付した図面を参照して、本発明による好適な実施例について、詳しく説明する
ことにする。
【００２０】
　本発明の利点及び特徴、そして、これらを達成する方法は、添付の図面と共に詳細に後
述している実施例を参照すると、明確になるだろう。
【００２１】
　しかし、本発明は、以下で開示される実施例に限定されることではなく、互いに異なる
様々な形態に具現され、単に、本実施例は、本発明の開示が完全になるようにし、本発明
が属する技術の分野における通常の知識を有する者に、発明の範疇を完全に公知するため
に提供されるものであり、本発明は、請求項の範疇により定義されるだけである。
【００２２】
　また、本発明を説明することに当たり、関連する公知技術などが本発明の要旨を濁ごし
ていると判断される場合、それに関する詳しい説明は、省略することにする。
【００２３】
　図１及び図２に示しているように、本発明による野外調査用顔面保護マスクは、バンド
部１００と、透視窓２００とを含む。
【００２４】
　まず、前記バンド部１００は、使用者１０の頭部を取り囲む状態で着用され、使用者１
０の頭部サイズにより、長さ調節可能に設けられる。
【００２５】
　このため、前記バンド部１００は、支持台１１０と、バンド１２０と、長さ調節部材１
３０とからなる。
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【００２６】
　まず、前記支持台１１０は、使用者１０の額部位に接する部分であって、使用者１０の
額に対応する形態を有する。 
【００２７】
　ここで、前記支持台１１０は、半円、又は半円に近い曲線状を有し、一定の強度を有す
る合成樹脂素材で製作される。
【００２８】
　そして、前記支持台１１０の内周面には、使用者１０に楽な着用感を提供するため、軟
質の合成樹脂材やゴムなどの素材を適用することができる。
【００２９】
　バンド１２０は、長手方向の両端が、前記支持台１１０の長手方向の両端にそれぞれ結
合される。
【００３０】
　そして、使用者１０の頭部後方に位置する前記バンド１２０の両端は、長さ調節部材１
３０により、それぞれ結合される。
【００３１】
　また、前記バンド１２０は、使用者１０の頭部を一定の力で取り囲むように、伸縮力を
持つゴム素材などを適用することができる。
【００３２】
　長さ調節部材１３０は、前記バンド１２０の長手方向に結合され、使用者１０の頭部サ
イズによって、バンド１２０の長さを調節する。
【００３３】
　ここで、前記長さ調節部材１３０は、バンド１２０がジグザグで挟み込まれるクリップ
を使用することができる。
【００３４】
　これとは異なり、前記長さ調節部材１３０は、ベルクロファスナー(図示せず)を使用し
て、付着方式で適用することもできる。
【００３５】
　そして、前述した支持台１１０の両側には、ヒンジ軸３００が貫通結合するように、第
１の結合孔１１１が形成される。
【００３６】
　前記ヒンジ軸３００は、後述する透視窓２００を回転可能に結合するためのものであっ
て、合成樹脂又は金属材質を使用することができる。
【００３７】
　これと異なり、前記バンド部１００は、一定の強度を有する合成樹脂材質を使用して、
ヘアバンドのような形態にすることもできる。
【００３８】
　すなわち、前記バンド部１００の後段が一部開放した形態で製作して、使用者１０の頭
部サイズにより取り囲む広さを、可変的に調節することもできる。
【００３９】
　透視窓２００は、 バンド部１００の前面に前後に回動可能に設けられ、使用者１０の
顔面を取り囲む。
【００４０】
　特に、前記透視窓２００は、外部衝撃に対する剛性確保のため、強化ガラス(Toughened
 glass)、又は強化プラスチック(Reinforced plastics)で形成される。
【００４１】
　強化ガラスとは、板ガラスを加熱圧縮して、衝撃や急激な温度変化に耐えられるように
堅く作ったガラスを言う。
【００４２】
　また、強化プラスチックとは、不飽和ポリエステル樹脂に、ガラス纎維や石綿などを補



(5) JP 5537712 B2 2014.7.2

10

20

30

40

50

強して堅く作ったプラスチック類を言う。
【００４３】
　すなわち、強化ガラス、又は強化プラスチックを適用して、透視窓２００が外部衝撃に
よって、ひびが入るか、割れることを防止することができる。
【００４４】
　そして、前記透視窓２００の両側の上端は、前述したヒンジ軸３００によって、前記バ
ンド部１００の両端に結合される。
【００４５】
　このために、 前記透視窓２００の両側の上端には、側方に貫通した第２の結合孔２１
０が形成される。
【００４６】
　また、前記透視窓２００は、日光中に入っている紫外線(ＵＶ)を遮断するため、サング
ラスレンズのように、偏光処理されることができる。
【００４７】
　すなわち、使用者１０の目に入って来る直線形態の日光が横から形成された微細な膜が
日光を遮断する方式を使用することができる。
【００４８】
　これと共に、前記透視窓２００には、サングラスのように、黒、緑などの色相が添加さ
れることができる。
【００４９】
　合わせて、前記透視窓２００のリム部位には、使用者１０の顔面ラインと密着力を高め
、クッション力を提供するための流線形のクッション部２２０が、設けられることができ
る。
【００５０】
　前記クッション部２２０は、 前後方向にしわ２２１が形成された合成樹脂、又はゴム
材質を使用することができる。
【００５１】
　勿論、前記クッション部２２０は、スポンジ素材を使用して、クッション力を提供する
こともできる。
【００５２】
　このような前記クッション部２２０は、使用者１０の顔面と透視窓２００との間で、埃
のような異物が投入して、呼吸器に伝達されることを防止する機能を果たす。
【００５３】
　そして、前記クッション部２２０は、透視窓２２０に衝撃が加えられるか、顔面部位と
の摩擦力によって使用者１０が不便を感じないように、クッション感を提供する。
【００５４】
　その上に、前記透視窓２００は、リム部位が、使用者１０の顔面を全体的に取り囲む形
態を有することができる。
【００５５】
　そして、使用者１０の顔面の中央部が位置する前面が、凸の楕円で形成される。
【００５６】
　すなわち、使用者１０の目、鼻、口が位置する中央部が前方に突出して、使用者１０の
顔面が、一定の間隔離隔して位置するようにする。
【００５７】
　これと共に、前記透視窓２００のリム部位は、使用者１０の顔面ラインと密着して、安
定した着用感を提供することができる。
【００５８】
　このように、本発明の野外調査用顔面保護マスクは、使用に際して、透視窓２００を頭
部の前方に回転位置した後に、地質調査作業などを行うことができる。
【００５９】
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　一方、未使用時には、透視窓２００を水平に回転位置した後に、容易に携帯することが
できる。
【００６０】
　結果として、本発明は、強化ガラス又は強化プラスチック素材を用いて、透視窓２００
の耐久性を向上することができる。
【００６１】
　これで、野外調査過程での各種の危険要素から、使用者１０の顔面を全体的に保護する
ことができる。
【００６２】
　そして、使用者１０の顔面を保護する透視窓２００を回動可能に設けることにより、使
用時と未使用時の切換えが容易で、使用の便宜性を確保することができる。
【００６３】
　また、使用者１０の顔面を紫外線(ＵＶ)から保護することができ、長期間の間、野外作
業をしても、皮膚が損傷(各種の皮膚疾患、老化など)することを防止することができる。
【００６４】
　今まで、本発明による野外調査用顔面保護マスクに関する具体的な実施例について説明
したが、本発明の範囲から逸脱しない範囲内では、様々な実施変形が可能であることは自
明である。
【００６５】
　それで、本発明の範囲は、説明した実施例に限られるものではなく、後述する特許請求
の範囲だけではなく、この特許請求の範囲と均等なものによって、決められるべきである
。
【００６６】
　すなわち、前述した実施例は、全ての面で例示に過ぎず、限定的なものではないと理解
されるべきであり、本発明の範囲は、詳細な説明よりは、後述する特許請求の範囲によっ
て示され、その特許請求の範囲の意味及び範囲、そして、その等価概念から導出される全
ての変更又は変形した形態が、本発明の範囲に含まれることと解釈されるべきである。
【符号の説明】
【００６７】
　１０　　使用者 
　１００　　バンド部 
　１１０　　支持台 
　１１１　　第１の結合孔 
　１２０　　バンド 
　１３０　　長さ調節部材 
　２００　　透視窓 
　２１０　　第２の結合孔
　２２０　　クッション部 
　２２１　　しわ 
　３００　　ヒンジ軸 
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【図２】
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【図３】
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(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｆ　　　９／０２－９／０６
              Ａ４２Ｂ　　　３／００－　７／００
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              Ａ６３Ｂ　　３３／００
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